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 「福祉」や「自立」という言葉は、
ともすると社会的に弱い立場
の人のためだけにあるものだ

と誤解されることがあります。末日聖徒イ
エス・キリスト教会で語られる福祉と自立
は、神の子であるわたしたちすべてに必
要とされる原則です。人生にはさまざまな
時期があり、それぞれの段階で異なる種
類の助けと自立が求められます。

赤ちゃんのときには、衣食住のすべてを
親や周りの人の助けに頼らざるを得ませ
ん。成長し学校に通い始めると、身体的・
情緒的・知的な面で、年齢に応じた自立
が少しずつ求められるようになります。や
がて社会人になると、これらの自立に加え
て、経済的な自立が重要になります。その
経済的自立も、若い時期、子育て期、中年
期、そして退職後と、人生の流れとともに
形を変えていきます。

親になれば、家庭を導き育てるという
「親としての自立」が求められますし、熟年
期には、老後の生活を支えるための資金
や健康を維持するという面での自立が必
要になります。このように見ていくと、教会
が教える自立とは、特定の人だけに必要な
プログラムではなく、人生そのものに寄り
添う生涯的な原則であると言えます。

自立─神とともに明日に備える

今年の前半は「わたしに従ってきなさ
い」の中で、旧約聖書のヨセフについて学
びました。ヨセフは神の助けによってパロ
の夢を解き明かし、七年間の豊作と、そ
の後に続く七年間の大飢饉を予見しまし
た。彼は豊作の年に穀物を蓄えるよう民
を導き、飢饉が訪れたときには、その備え
によってエジプトの民だけでなく、周辺の
国々の人々の命をも支えました。※ 1

ヨセフの行いは、単なる緊急時の物質
的な蓄えにとどまりません。神を信頼し、
啓示に従って日々忠実に備えを行ったそ
の姿勢は、人生における霊的・物質的な自
立の大切さを教えてくれます。平安なとき
に信仰を深め、知恵と習慣を身につけてお
くことは、困難な時期に自分自身や家族、
そして他の人を支える力となります。自立
とは、試練を恐れて備えることではなく、
神とともに明日に備える信仰の実践です。
わたしたちは「教えに教えを加え、訓戒に
訓戒を加え」（2ニーファイ28：30）、日々
の努力を通して神に近づいていきます。
自立はその歩みの中心であり、神がわたし
たちに望んでおられる成長の方法です。

学びのリソース

教会には、この自立の歩みを支えるた
めのさまざまな取り組みがあります。たと
えば、自立グループでは、『個人の財政管
理』『主に力を見いだす：レジリエンスを高
める』『より良い職に就くための教育』『始
める、育てる、わたしのビジネス』など、会
員が人生のどの段階にあっても役立つ学
びの機会が備えられています。これらの

学びは、単なるスキル習得ではなく、自分
の賜物を理解し、神とともに成長していく
ための助けとなります。リソースクラスと
呼ばれる『結婚生活を強める』『家族を強
める』の各クラスは、これから結婚したり、
家族が増えていく人、または現在子育て中
のご夫婦や、これからシニア世代になって
いくご夫婦にも役に立ちます。 何かの依
存に苦しむ人、または依存に苦しんでいる
人に寄り添う人たちのためには『救い主
を通して癒される：アディクションからの
立ち直りプログラム』が用意されています。

「福音ライブラリー」の「ライフヘルプ」や
「助けを必要とする人々への支援」には、
福祉と自立に関連したトピックが用意さ
れ、個人の学びを得ることができます。こ
れらは、わたしたちに用意されたリソース
であり、ステークやワード、また家庭の必
要に併せて利用することができます。

救急隊は災害時や事故現場などで「ト
リアージ」という方法を使って、治療・搬送
の優先順位を緊急度や重症度に基づい
て決定していきますが、これらの福祉のリ
ソースは、個人や家族、指導者が、それぞ
れの福祉と自立のニーズにあわせて活用
できるものとなっています。それぞれが御
霊の導きを通して、その人に合ったプログ
ラムを適用することができます。

福祉と自立は、互いに支え合い、助け合
うという教会の文化とも深く結びついてい
ます。わたしたちが自立に向かって努力
することは、自分自身の祝福となるだけで
なく、家族や地域社会を支え、神の御業に
参加する道でもあります。人生のどの段
階にあっても、主はわたしたちが前に進め
るよう助けてくださいます。自立に向かう
一歩一歩の努力が、神に似た者となるた
めの尊い旅路となるのです。◆

※ 1 ─ 創世記 41 章参照
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 19 74年に18歳で改宗して以来、
わたしは祈りの答えに従って
生きてきました。きっかけと

なったのは、改宗して間もなく入手した一
冊の本です。教会が日曜学校用のテキス
トとして刊行した『主の歩み』という本
で、断食と祈りのもたらす力について詳し
く書かれていました。福音についてよく
分からないまま改宗したわたしに、その
本は大きな影響を与えました。

主は祈りにこたえられる

22 歳のとき伝道に出ました。召され
た伝道部では当時、月に50人から80人
ほども改宗がありました。ところがわた
しは、伝道に出て4か月たってもバプテス
マを見られません。同僚と相談し、断食
をすることにしました。断食の後、自分
の部屋に入って祈りました。「天のお父
様、わたしはどうして伝道に出たのでしょ
うか？ わたしの伝道は成功していません
……」そう祈ったときです。頭の中に声
を感じました─「あなたを御手に使う
時はもうすぐです。我慢しなさい」と。

その後、同僚と伝道に出かけたわたし
は、あるご家族に出会い、福音を分かち
合いました。そしてわたしは転勤しまし
た。転勤先は伝道本部です。本部の宣教
師は多忙で、伝道時間は一日 3時間しか
ありません。それでもバプテスマを見たく
て、毎晩主に祈っていました。

ある晩、夢に一軒の建物が出てきまし
た。二階建ての長屋です。それから何度
も、同じ長屋の夢を見ました。

ある日、伝道を終えて帰る途中、夢で見
た長屋が建っているのを見つけました。
同僚に頼み、全ての部屋を訪問しました。
最後の部屋は管理人宅で、伝道している
ことを咎められないかと躊

ちゅう

躇
ちょ

しましたが、
チャイムを鳴らしました。

出てきた管理人さんはわたしたちを見
るなり「ちょっと待ってね」と言い、モル
モン書を持ってこられました。以前、宣教
師と会われていたのです！ 管理人さんは
バプテスマを受けられました。

後に、わたしが前の任地で最後に福音
を分かち合ったご家族もバプテスマを受
けたと聞きました。主はわたしを知って

おられ、祈りを聞き、御手に使ってくださ
ると知りました。

それ以来、結婚相手や就職、大きな買
い物など重要な決定の際には、主の御心
を尋ねるようになりました。祈りの答えを
受けたいときは、自由意志をよく使って調
べ、研究し、決めたことを、断食をして簡
潔に祈ります。主は祈りに答えられ、道を
示してくださいます。
「あなたは心の中でそれをよく思い計

り、その後、それが正しいかどうかわたし
に尋ねなければならない。もしそれが正し
ければ、わたしはあなたの胸を内から燃
やそう。それゆえ、あなたはそれが正しい
と感じるであろう。しかし、もしそれが正し
くなければ、あなたはこのような感じを少
しも受けず、思いが鈍くな……る。」※1

むなしい気持ちと温かい気持ち

29歳のとき、それまでの仕事を辞めて
職業訓練校に行くことにしました。当時
就いていた厨房機器製造の仕事は毎月
160 時間ほども残業があり、家族との時
間を取ることも難しい状況でした。

自動車が好きだったので自動車整備
科に行こうと思い、主に尋ねることにしま
した。自動車整備工の経験があった兄
から情報を得た後に祈りました。すると
むなしい気持ちがしました。次に興味が
あった機械加工について調べて祈ると、
温かい気持ちを感じました。それで、機
械加工科を選びました。

主の後押しを受けて進んだ職業訓練
校では、学校行事も含めて１年間、楽し
い学生生活を送りました。でも、卒業が
2週間後に迫った頃、12人いた同級生の
中で就職が決まっていないのはわたしだ
けでした。一度、看板屋での就職が決ま

 教会はこれまで、コロナ禍の沖縄
においてひとり親家庭支援を
展開していた認定NPO法人

「セカンドハーベストジャパン」と協働し、
フードパントリー（食品配布会）の実施に
あたって教会の集会所およびボランティア
を提供してきました。この取り組みは約
2年間行われ、コロナ禍が次第に収束に
向かう中で、セカンドハーベストジャパンの
沖縄での事業は終了しました。しかし、
コロナ後の物価高騰などの影響により、ひ
とり親家庭への支援ニーズはむしろ拡大
していました。こうした状況を受けて教会
が、母子会への支援を引き継ぐこととなり
ました。沖縄ステークの教会員ボランティ
アが中心となり、本島から離島まで集会
所を活用する支援活動を展開しました。

他県へも広がる支援

沖縄県の母子会と強固な信頼関係を築
くことができた結果、つながりのある九州
各地の団体を紹介いただき、支援活動を
拡大する機会が生まれました。「こういう
すばらしいキリスト教会さんがいらっしゃ
るので、ぜひ一度お話を聞いてみてくだ
さい」と伝えられ、行く前から歓迎される
形で支援を展開できたところもあります。

一方、わたしたちは宗教団体なので、布
教や勧誘を警戒されることがよくありま
す。福祉・自立サービス部としては、地元の
教会員に奉仕の機会を提供したいことも
あって、可能な限り教会でのフードパント
リー開催を提案しています。しかし母子
会からは、支援を受けた後、教会で何か

（宣教師の話を聞くなど）をさせられるの
ではないか、といった不安の声が漏れてき
たりするのです。教会と関係を持ちたくな
いので、「教会に取りに行くのではなく、教
会員がパッケージを作って、世帯ごとに郵
送してもらえないでしょうか」など、事務的
な支援の形を要望する声もありました。

それでも、「勧誘は一切しません。ただ、

キリストの愛を伝えたいのです。また、ひ
とり親の方々の自立を目指しているので、
教会でなくてもいいので、会場を設けて自
分で取りに来る環境を整えたいのです」
とお伝えすると、「お金を使うなら会場費
よりも支援に」と、教会で食品をお渡しで
きるようになったところもあります。

母子会が教会の自立の考え方に共感さ
れ、「自分たちで何か行動する必要があり
ますよね」と、自立に向けた支援の形が
決まったこともありました。食品配布当
日、ひとり親の方が来られ、何か月ぶりに
母子会のスタッフと顔を合わせて、困窮
の状況や必要を話し合い、さらなる働き
かけや支援につながることもあります。

御心に沿って

教会の支援の目的に沿わない要望もあ
ります。ある地域では、以前の打ち合わ
せで誤解があったようで、県全体のひとり
親世帯へ一律に食品を支給したいと言わ
れました。「教会の支援は個人の自立を
目的としているため、本当に困窮されてい
る方に大切な予算を使って食品をお届け
したいのです」と正直にお伝えしました。
すると険悪なムードになり、「話が違う、そ
れなら支援を受けられません！」と言われ
たのです。わたしが教会職員になって間
もない頃で、初めて一人で担当した案件で
もあり、心が折れる思いでした。

その晩、ホテルへ戻ったわたしは、独り
では乗り越えられないと感じて主に祈りま
した。「御心であれば、教会の支援の原則

を曲げることなく、この母子会さんといい
関係を築きたいのです……」

そのとき、心に─特に言葉を聞いた
わけではありませんが─主が共にいて
くださっていると、“大丈夫、何も心配い
らない”と、強く感じたのです。そして、主
を信頼し、電話をして謝ること、誤解のな
いよう説明資料を準備して再度話すこと、
その必要を感じました。

後日、また怒られるかと恐れつつも電
話をし、面会の約束をいただいて、数日後
に再び訪問しました。教会の考え方を伝
え、「純粋に支援をしたいのです」と誠心
誠意お話ししました。すると─その方
の心が和らいだのです。「小島さんの言う
ことがよく理解できました」とも言ってく
ださって、教会の目的に沿った支援を展
開できました。神様の助けでした。

今では鹿児島、宮崎、大分、長崎に支
援の輪が広がり、さらに他の都道府県で
も準備が進んでいます。支援を受けた方
から、「わたしも将来、支援する立場にな
りたい」との声も頂いています。教会の支
援は自立に向けた活動なのです。◆

※ 1 ─教義と聖約 9：8 － 9
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たくさんの本を読む中で、「トリガーポ
イント療法」についての本を見つけまし
た。トリガーポイント（痛覚過敏部位）と
いうのは筋肉の「こり」のことで、痛みを
引き起こします。トリガーポイントの筋肉
を緩めることで痛みを緩和できる、とあ
りました。通常、指圧することでも筋肉
は緩みますが莫大な時間がかかります。
もっと短時間で筋肉を緩める方法につい
て調べると、レーザー療法が見つかりま
した。トリガーポイントにレーザー光線を
照射する方法でした。

ネットオークションでレーザーの機械
を購入して施術を始めると、指圧の数倍
の速さで筋肉を緩め、痛みを和らげられ
るようになりました。ある方はお尻の痛
みがひどく、10年ほど座れない状態が続
いていました。来院する際、タクシーの
中でも立っていたと言われていたその方
は、施術を終えるとタクシーの後部座席
に座って帰られたのです。痛みから解放

されたお客さんの姿を見るたびに喜びを
感じました。

機器を販売してもよいでしょうか？

レーザー療法を数年続けた後、機械が
すぐに壊れてしまうことに不便を感じた
わたしは、ほかの方法を模索し始めまし
た。レーザー療法ではレーザー光線とい
う「光」を患部にあてることで筋肉を緩め
ます。レーザーではない、他の光で治療
ができないだろうか……？ いろいろな種
類の光を試し、最も高い効果を感じたの
が赤色LEDライトでした。LED の赤い
光がレーザーの光よりも深く筋肉に浸透
し、より早く筋肉を緩めてくれることが分
かったのです。わたしは会社勤めで培っ
た技術で赤色 LEDを使った施術用の機
器を開発しました。この機器を使った施
術は評判になり、わたしの整体院のネット
検索でのレビュー評価は★4.9 に上がり
ました。

2023年の秋、福岡神殿に行った際、知
り合いのある兄弟が腰を痛めておられる
ことを知りました。兄弟は福岡から山口
にあるわたしの整体院まで足を運ばれ、
施術を受けました。筋肉を十分に緩める
ためにはあと数回通っていただく必要が
ありましたが、福岡から何度も来られる
のは気の毒だと思いました。そこで自宅
で筋肉を緩めることができるよう、予備
の機器をお売りしました。
─その後、わたしは思いました。こ

んなふうに痛みがあっても、遠くて施術
を受けに来ることが難しい方がおられ
るのではないか、自分が開発した機器
を販売し、自宅で使っていただくことで
もっと多くの方をお助けすることができ
るのではないか、と。

ですが、不安もありました。もし皆さん
が機器を購入され、自宅で使われるよう

になれば、整体院に来られる方は確実に
減るでしょう。そうなれば経営は立ち行
かなくなるかもしれません。わたしにとっ
て大きな決断でした。

ある日の夜、自宅のベッドでひざまず
いて祈りました。自分が開発した機器を
多くの方に使ってほしい。でも、そうなれ
ば整体院のお客さんは減ってしまうだろ
う……両方の気持ちを言葉にして祈り、
機器を販売してもよいかどうかを尋ねま
した。すると、これまで何度も感じてき
たように、心に温かい気持ちを感じたの
です。主も自分の決断を後押ししてくだ
さると感じたわたしは、機器を販売する
ことにしました。

祈りの答えに従って人生を歩む

2023 年12月から、この機器の販売を
始めました。整体院に来られた方の多く
が購入してくださいました。自宅で機器
を使い始めた方は、わたしの予想通り、
整体院には来られなくなりました。それ
から 3年間で機器を500個売り上げまし
たが、整体院の来院者は半分ほどに減り
ました。

少し後悔する気持ちはありますが、祈
りの答えに従う気持ちは今も変わりませ
ん。わたしの機器を購入された方々が、
他の地域で紹介し、広めてくださってい
る話をお聞きします。そのたびに、日本
中に痛みに苦しむ人々がたくさんおられ
るのだと感じますし、もっと多くの人々に
伝わるといいと思います。「リウマチが改
善されました」「ばね指が 5 分で治りま
した」といった声を聞くたびに喜びを感
じます。多くの人が痛みから解放される
ことがわたしの望みなのです。少し前に
は、赤外線を使った機器を開発し、さら
に効果的に筋肉を緩められるようになり
ました。

りかけましたが、祈るとむなしい気持ちが
したためお断りしたのです。祈りの答え
として機械加工科を選んだので、学んだ
知識を生かせる企業へ就職するべきだと
感じていました。ですが、当時の機械加
工業界では、職業訓練校で学んだだけの
初心者は相手にしてもらえません。わた
しが就職活動に苦戦している間に、他の
11人は機械加工と関係のない就職先を
見つけていきました。

ある日、同じ機械加工科の同級生に声
をかけられました。前日、彼がバスに乗っ
ているとき、知り合いの機械加工業を営
む社長さんに会ったそうです。「就職は
決まったかね」と聞かれた彼は、「自分は
決まったけど、いい人がいる」とわたしを
紹介してくれたのです。早速面接を受け
に行ったわたしは、祈って「ここだ」と感
じ、就職を決めました。

什分の一の祝福

就職した会社はステンレスの加工を行っ
ており、わたしは溶接や研磨を担当しま
した。バスの中で同級生に声をかけてく
ださった社長さんは、思いやりのある優し
い方でした。

20年ほど勤めた 50歳のときに、社長
が別の方に替わりました。当時わたしは
ステンレスの培養装置を作っていました。

医薬品製造装置なので、菌が繁殖しない
よう表面をぴかぴかに研磨しなければな
りません。研磨は高速で回転する研磨道
具（バフ）を使って行います。とても危険
な作業で、研磨する部品が小さいと跳ね
返ってきて指に当たり骨折してしまうこと
がありました。社員がけがをすると労務
災害等で外部からうるさく指導されるの
で、新社長はいやだったのでしょう。わざ
と骨折する人などいないのに、わたしが
骨折するたびに、「今度やったらクビにす
る」と脅してきたのです。精神的にすっか
りまいってしまいました。会社に行こうと
思っても体が出社を拒否するようになり、
最後は辞職するしかありませんでした。

就職活動をしましたが、50歳のわたし
に条件の良いところはありません。ただ、
経済的に不安になることはありませんで
した。 18歳で改宗して以来、欠かさず
納めてきた什分の一の祝福があったから
です。車が好きなわたしは以前、愛車で
あるホンダ・ビートのステンレスファンネ
ル※ 2 を自作したことがありました。友人
が欲しがったことからネットオークション
で販売したところ、評判になり、新社長か
らのパワーハラスメントに悩む頃には毎
月、かなりの数が売れるようになっていま
した。仕事を辞める決心ができたのはこ
の売り上げのおかげです。

ファンネルを販売しながら新たな仕事
を探していたわたしの目に留まったのは

「整体師」でした。ちょうど友人が整体
師として働いており、自分にもできそうだ
と感じたのです。この仕事についてよく
調べ、友人にも相談した後に祈ってみる
と、よい気持ちを感じました。整体師に
なるために 1 年間、夜間の整体学校へ通
うことにしました。

ある日、自転車で道路を走っていると、
車の中から呼び止める人がいます。以前
勤めていた会社の元同僚でした。彼はわ
たしより先に会社を辞めて起業し、社長
になっていました。「今どうしてる？（会社
を）辞めたのは知っとるけど、このあとど
うする？」と聞かれ、無職であることを話
しました。すると「じゃ、手伝わないか？」
と言います。彼はわたしを、以前やってい
たステンレス加工の仕事で雇ってくれまし
た。それから毎日、昼間は彼の会社で働
き、夕方から学校へ通いました。時給は
2,500 円です。ファンネルの売り上げと
このアルバイトのおかげで、整体学校へ
通っている1 年間、失業手当を一切もら
わずに過ごすことができたのでした。

痛みをやわらげる試行錯誤

2008年9月、整体学校を卒業して3か
月後に地元で整体院を開業しました。整
体学校の先生からは「無謀だ」と言われ
ましたが、開院時期についても祈り、答え
を受けていたので踏み切りました。

ですが、最初は全くお客が来ません。
集客や広告について学び、友人に相談

すると、地域の情報誌に広告を出すよう
勧められました。 1,000 円のサービス券
を付けて広告を出したところ、少しずつお
客さんが来るようになりました。しかし、
学校で学んだ施術だけでは腰痛や関節
痛の痛みを和らげることができません。
施術の知識を求めて図書館に通う日々が
始まりました。

※ 2 ─ファンネルとは「じょうご」を意味する。自動車の
エンジンの吸気口に取り付けることで空気を大量に吸い
込ませ、エンジンのパワーを向上させる部品

愛車に乗る岡崎兄弟

ステンレス ファンネル

岡崎兄弟が開発した施術用の機器

岡崎兄弟の自宅で開いた治療院

イラストレーション：立石匡宏イラストレーション：立石匡宏

福祉と自立
Welfare & 

Self-Reliance
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 「中澤姉妹はダブルスタンダード※ 1 

を持っているね。」伝道部会長
は面接で、当時宣教師であっ

たわたしにそう告げました。人に対して
は寛容で優しく、自分に対しては容赦な
く厳しいという二つの基準を持っている、
と。言われてみれば確かにそうでした。

例えば同僚が病気になれば、「休んで
ください、あとは大丈夫だから！」すぐに
そんな言葉をかけられます。ところが自
分が病気になると、「働かなきゃダメダメ、
同僚には迷惑をかけられない」と真っ先
に思うのです。わたしが休んでいる間、
同僚は何をするのだろう、困らせてしま
う、宣教師なのに……そんな思いが次々
に湧いてきます。

精神的な負担が体にも現れていたの
か、伝道中は帯

たい

状
じょう

疱
ほう

疹
しん

※ 2 になったり、
ヘルペス※ 2 が一気に出たりと、病気や不
調に陥りがちでした。それでも本当に、
休むのは嫌だったのです。

比較という罠

伝道から帰還後、YSA※ 3 として引き
続き教会に集っていて、だんだん気持ち
が落ち込むような感覚に陥りました。同
世代の友人たちの多くが教会から離れる
のを見るのは寂しいものでした。人は、独
りでは生きていけず、常に居場所を求め、
人と繋がっていたい生き物です。同じ志

や信仰を持っている友人がいるだけで、
ものすごく助けられるのです。だから最
初は、友達の光を見て、自分もそうなりた
くて教会へ行く、でいいと思います。

その一方でYSAは、自分と人とを比較
する世代だと感じます。SNSによって、だ
れがどんな人生を送っているかが目の前
に映し出されます。SNS投稿自体に悪意
がなくとも、自分の感じ方次第ではネガ
ティブな心境にもなり得ます。

仲の良かった周りの友人たちがどんど
ん結婚していき、子どもを産み育ててい
る中で、わたし自身、キャリアのことを含
めて悩んだ時期もありました。自分はこ
れからどうすべきなんだろう、今後の人生
をどうしたいんだろう？ 「この子はもうこ
の歳でこうなっている、あの人はもうこの
歳で成功している」─少なからず置いて
いかれたような感覚になりました。

そうして比べ始めると、信仰面でも同
じようなことが起きます。「あの人たちは
自分と違う人生のステージを生きている」
そんなふうに受け止めて心を閉ざし、友
達とのつながりを断って孤独に陥り、教
会にも来づらくなってしまうのです。

わたしはそれに加え、ダブルスタン
ダードな性質もいまだつきまとってい
ました。失敗して落ち込む度に、「ど
うしてこんなこともできないんだ」と
自分を責め、人と比較していました。

仲違いが起きれば、「これがダメだっ
たんだ、こうしたから悪かったん
だ」と自己反省会が止まらず、
自尊心も削られていきます。
だれにも頼れず、「自分は
弱い人間なんだ」と自
分で自分に制限をか
け、「もういいや」と
あきらめの境地
に入ることも
ありました。

会社を辞めて整体師になることは、わ
たしにとって思いもよらない選択でした。
ですが、そのおかげで 70 歳の今も仕事
を続けることができています。そして、辞
めた会社で培った技術は整体機器の開
発に役立ちました。わたしはもともとす
ごい慎重派で、石橋を叩いても渡らない
ような人間です。なにか確証がないと一

歩を踏み出しません。祈りの答えは、そん
なわたしをプッシュしてくれる力です。
「主が命じられることには、それが成し

遂げられるように主によって道が備えら
れており、それでなくては、主は何の命令
も人の子らに下されない」※ 3「あなたの
必要とするあらゆる助けを神に叫び求め
なさい。……すべての行いについて主と

相談しなさい。そうすれば、主はあなたの
ためになる指示を与えてくださる。」※ 4

これらがわたしの人生の指針です。主
の答えがあれば、ニーファイのように、ど
んな障害があったとしても乗り越えられ
ると信じています。◆ 

強くはないけれど、弱くもない

わたしの最も良い生活の方法を御存じ
なのは主である、という信仰はありまし
た。当時は主にお力添えをいただきたい
という思いもあり、よく神殿に入っていま
した。そんなある晴れた土曜日の午後
のことです。エンダウメント※ 4 を受けた 
後、わたしは日の栄えの部屋※ 5 に入りま

した。ステン
ドグラスか

ら明るい

光が差し込み、部屋全体が白く感じられ
ます。何の音も聞こえない、しんとした空
間─この空間に主がおられることを
思い浮かべて、心から祈りました。
「わたしは本当に弱い人間で、自分では

どうすることもできません。あなた様の御
心であれば、わたしのこの弱い部分を強
めてください。」

祈り終えて余韻を味わっていたときで
す。突然、はっきりとした答えが心に浮か
んだのです。

「あなたは強くはないけれど、
弱くもない」

それは衝撃的な言葉でした。自分の思
考では決して辿り着かない答えだと明ら
かに分かりました。そして、すぐさま腑に
落ちたのです。自分は強いと言えるほど
の人間ではないけれど、主に頼って立ち
上がろうとしている。確かに弱くもない
から今、ここにいるのだ、と思えました。

心の中に文字が刻まれたような感覚
で、事あるごとにその言葉を思い起こす
ようになりました。それからというもの、
感情の波が落ち着き、自分の弱さに落ち
込んでも思考を切り替えることができる
ようになりました。予期不安※ 6 もなくな
り、どんな問題が起こっても大丈夫だと
思えるようになってきたのです。

レジリエンス※ 7─立ち上がる力

そんな折、ステークから「レジリエン
ス」のクラス※ 8 開講案内があり、受けて
みようと思いました。伝道中、レジリエ
ンスに関する記事※ 9 を読んで感銘を受
けた経験があり、生きていく上でレジ
リエンスの力は欠かせないと感じてい
たからです。正直なところ、「自立支
援」リソースクラス※ 10 の「レジリエ
ンス」と聞くと、心が折れやすいと
自覚している人が受ける講座とい

うイメージがありました。ところがテキス
トを読んでみると、「健全な人間関係を築
く」など、だれにとっても必要な学びが
詰まっていて衝撃を受けました。

20時近くまで仕事をこなし、大急ぎで
家に帰って夕飯を済ませ、何とかクラス開
始の 20時半までにパソコンでリモート
接続するような慌ただしさでしたが、貴
重な学びの時間でした。友人たちも誘っ
て一緒にクラスで学んだ時間は、本当に
楽しいものでした。

レジリエンスを学ぶ中で、自分を責め
すぎることはやめるべきだとはっきり分か
りました。自分と人を比較して虚無感や
悲壮感に包まれるときに向き合うべきは、
結局、自分自身と主との関係だと悟りま
した。善を行うことに疲れず、人のことを
思って働くときには、自分の弱さに目が向
かなくなると実感しました。早寝早起き
など、自分の体を大切に扱うときに心も安
定することを知りました。「これをしたら
自分の良心が傷つかないだろうか？」心の
声に耳を澄ませると、自然と自己肯定感も
上がってくることに気づかされました。

クラスを受ける中で、本当にたくさんの
ことを学びました。レジリエンスは自分
自身を強めてくれる、特に心の軸を保た
せてくれるすごい力です。ダブルスタン
ダードも改善されてきました。「人にする
ことは自分にも同じようにしよう」今はそ
う思えています。そういった意味で、苦し
むことはなくなりました。

主とともに立ち上がる

人生においては、だれもが転びます。
つまずいてコテンっと転ぶこともあれ

ば、ズシャーっと転んで大
けがを負うこと

もあるかも
しれません。
だからこそ、 

中
なか

澤
ざわ

優
ゆ

芽
め

姉妹　東京西ステーク八王子ワード

レジリエンス─人生で転んでも立ち上がる力
※ 6 ─実際には何も起きていないのに、未来の出来事に対
して強い不安や恐怖を感じること
※ 7 ─教会の教えにおいては、逆境や困難に直面した際に
神の力と助けに頼って適応し、元の健康的な状態や機能を
取り戻す能力を指す

※ 9 ─ 「レジリエンス—今日の青少年のための霊の武具」『リ
アホナ』2019 年 9 月号　https://bit.ly/494msRO
※ 10 ─個人が自立し、成長し、他者に奉仕する能力を高めるこ
とを目的として、教会は様々な自立支援クラスを提供している。
テーマは、教育、雇用、健康の維持、地域社会への貢献など

※ 8 ─ 「主 に 力 を 見 い
だす：レジリエンスを高め

る」、教 会 に よる 自 立 支 援
コースの一つ。
https://bit.ly/48kIQGs

※ 3 ─ヤングシングルアダルトの略。18歳から 35歳まで
の独身会員を指す
※ 4 ─末日聖徒イエス・キリスト教会の神殿における重要
な儀式であり、神からの「贈り物」を意味する
※ 5 ─神殿内部にある神聖な部屋の一つ

※ 2 ─帯状疱疹は水ぼうそうウイルスが原因で、身体の
左右どちらかに、痛みを伴う赤い発疹や水ぶくれが帯状に
現れる。ヘルペスは単純ヘルペスウイルスが原因で、水疱
や痛み・痒みを発症する。いずれも疲労やストレスによる
免疫力低下により再発しやすい

※ 1 ─「二重基準」「二重規範」とも表現
され、状況や対象によって異なる基準を
使い分けること

イラストレーション：桐林沙弥

※ 3 ─1ニーファイ 3：7
※ 4 ─ アルマ 37：35 － 37 参照

心の
自立
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ヨハン・
はしもと・シルバ

ウルグアイ・モンテビデオ伝道部
京都ステーク

近江八幡ワード
2026 年 3 月 2 日

伝道開始

どうやって立ち上がるかを学んでおくこ
とが大切です。まさに、その立ち上がる
力こそが「レジリエンス」です。タイミン
グやかかる時間はさほど重要でないと
思っています。主は「すぐに立ち上がりな
さい」とはおっしゃらないと思うのです。
レジリエンスの力が高いほど、早く立ち上
がることはできるかもしれませんが、立ち
上がること自体に意味があります。

自分の力だけで立てている、立ち上が
れると思えることもあるかもしれません
が、主の贖いなくして、わたしたちは本当
の意味で立ち上がることはできません。
贖いがあるからこそ、レジリエンスの力も
働きます。イエス様はわたしたちが転ん
だときに感じた痛み、転んだ後に感じた
傷の痛み、すべてを御存じです。だから

こそ、わたしたちは主の贖いを通してその
痛みを克服し、立ち上がることができま
す。贖いを通してできなかったことがで

きるようになり、進むべき道が開けます。
一人で立ち上がらなければならないと

いう思いを捨てて、助けの手を受け入れ
られるような心の柔らかさでいたいと思
います。自分にできることを最善を尽く
して行っていれば、足りない部分は主が
補ってくださる、周囲の人々を通じて助け
を送ってくださると知っています。
「自分は弱い人間なんだ。」そう思い続

けるとあきらめモードに入り、立ち上がろ
うとしなくなってしまいます。けれど、自
分は「強くもないけど弱くもない」、そう
思っていれば勇気が湧いてきます。一気
に立ち上がることはできないかもしれな
いけど、まずは地に手をつこう、少しずつ
でいいから……そうやって最終的に立つ
ことができると思うのです。◆
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皆様の証をお寄せください
『リアホナ』日本語版編集室 
（担当：岡田）
〒106− 0047 東京都港区南麻布 5−8−8
TEL. 03−4545−3096  

（電話番号が変わりました）
E-mail： JPNLiahona@churchofjesuschrist.org

◎商品に関するお問い合わせ
教会配送センター
TEL.	03−4545 −3190

（電話番号が変わりました）

真
ま

島
じま

 大
とも

輝
き

カナダ・トロント伝道部
神奈川ステーク

藤沢ワード
2026 年 4 月 23 日

伝道開始

中
なか

原
はら

 悠
ゆう

人
と

カナダ・カルガリー伝道部
京都ステーク
岡町ワード

2026 年 4 月 23 日
伝道開始

● 宣教師紹介用ウェブフォームはこちら

https://bit.ly/4aPw4yG

新
あら

田
た

 元
もと

一
かず

・幸
さち

子
こ

名古屋伝道部
金沢ステーク 高山支部

2026 年 4 月 13 日 伝道開始

宮
みや

嶋
じま

 隆
たか

裕
ひろ

ユタ州プロボ伝道部
神戸ステーク
北六甲ワード

2026 年 3 月 18 日
伝道開始

鎌
かま

倉
くら

  樹
いつき

東京南伝道部
福岡ステーク 
久留米ワード

2026 年 4 月 22 日
伝道開始

森
もり

岡
おか

 はづき
東京北伝道部
広島ステーク
柳井ワード

2026 年 4 月 1 日
伝道開始

伊
い

藤
とう

 諒
りょう

平
へい

仙台伝道部
東京西ステーク 

町田ワード
2026 年 3 月 11 日

伝道開始

金
かね

子
こ

 真
ま

七
な

聖
せ

東京南伝道部
鹿児島地方部 
鹿児島支部

2026 年 4 月 22 日
伝道開始

中
なか

原
はら

 海
かい

人
と

ワシントン州エバレット伝道部
京都ステーク
岡町ワード

2026 年 4 月 8 日
伝道開始

福
ふく

井
い

 望
の ぞ み

友
東京南伝道部

名古屋ステーク
御器所ワード

2026 年 3 月 11 日
伝道開始

佐
さ

藤
とう

 古
こ

都
と

音
ね

仙台伝道部
千葉ステーク
東金ワード

2026 年 4 月 22 日
伝道開始

吉
よし

田
だ

 亜
あ

門
もん

イングランド・バーミンガム伝道部
東京ステーク
坂戸ワード

2026 年 3 月 23 日
伝道開始

平
ひら

松
まつ

 捺
なつ

樹
き

札幌伝道部
沖縄ステーク

名護支部
2026 年 4 月 22 日

伝道開始

越
こし

坂
さか

 ももせ
福岡伝道部

北海道南ステーク
釧路支部

2026 年 4 月 1 日
伝道開始

澤
さわ

  祐
ゆう

成
せい

カナダ・エドモントン伝道部
広島ステーク

西条支部
2026 年 4 月 23 日

伝道開始

●上から氏名、任地（伝道地）、出身ユニット、伝道開始日

●教会機関誌リアホナでは、専任宣教師のご紹介を
掲載いたします。何らかのご事情により、ローカル
ページに掲載されたくない方がおられましたら、

MTC 入所またはオンライン訓練開始までに右下欄
外のウェブフォームを通じてお知らせください。

河
かわ

田
だ

  侑
たすく

名古屋伝道部
北海道南ステーク

帯広ワード
2026 年 4 月 1 日

伝道開始

中澤優芽姉妹


